


近年社会問題として国際的にもメディアで多く取り上げられている「LGBT」。映画「カ

ランコエの花」は、当事者ではなく、取り巻く周囲の人々にフォーカスを当てることで、

彼らの過剰な配慮によって翻弄されていく当事者を描く、今までにない視点の作品です。

上映後のトークでは、本作に矢嶋みどり役で出演した前橋出身の俳優・手島実優が登壇。

映画の撮影エピソードや自らの演技に込めた思いなどについて話します。

俳優・手島実優

映画「カランコエの花 」

1997 年生まれ、前橋市出身。群馬を拠点に俳優・

モデルとして活躍している。ヒロインを演じた映画

「赤色彗星倶楽部」が第 11 回田辺・弁慶映画祭にて

グランプリを受賞。出演作品は映画「 21 世紀の女

の子」「透明花火」「スウィート・ビター・キャンディ」

「かく恋慕」、ドラマ「東京ラブストーリー」 。ロー

ソンや NTT ドコモなどの WebCM でも活躍中

東京国際レズビアン & ゲイ映画祭グランプリ受賞作品

いくつもの思いやりが、ひとりの心に傷をつけた。

とある高校 2年生のクラス。ある日唐突に「LGBTにつ

いて」の授業が行われた。しかし他のクラスではその授

業は行われておらず、生徒たちに疑念が生じる。「うち

のクラスに LGBT の人がいるんじゃないか。」生徒らの

日常に波紋が広がっていく。思春期ならではの心の葛藤

が起こした行動とは。
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